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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ラックによる検体搬送機構を備えた自動分析装
置において、ラックによる検体搬送中にも、低消費電力
で保冷し、蒸発を押さえることができる検体保冷システ
ムを提供する。
【解決手段】ペルチェ素子２を取り付けた保冷容器１を
ラックに設置することで、管理検体が検体保冷庫から出
た後も保冷したままラック搬送路を進行することができ
る。さらにラックに備えた保冷センサ４により検体保冷
庫からの出入りを検知して、管理検体の保冷がラック上
で必要時のみ動作する。以上より大規模な保冷ユニット
が必要なく、自動分析装置の消費電力を抑えることがで
きる。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　自動分析装置の検体搬送時、ラックに取り付けたペルチェ素子のペルチェ効果により管
理検体を保冷する機能を有する自動分析装置。
【請求項２】
　管理検体を保冷するための保冷容器に熱伝導性の高い材質を用いて、保冷効果を上げる
機能を有する自動分析装置。
【請求項３】
　ラックに取り付けたペルチェ素子を動作させる電池を充電式として、自動分析装置上で
の管理検体の保冷を継続して行える機能を有する自動分析装置。
【請求項４】
　センサによって保冷ＯＮ・ＯＦＦを切り替えて、ラック上での管理検体保冷が必要時の
み動作して消費電力を抑える機能を有する自動分析装置。
【請求項５】
　センサによって管理検体の保冷ＯＮ・ＯＦＦを切り替えて、ラック上でのみ保冷が動作
しラック搬送路全体に保冷機能が必要ない機能を有する自動分析装置。
【請求項６】
　自動分析装置で搬送中の管理検体を保冷し、蒸発を抑えて分析結果の信頼性を向上する
ことができる機能を有する自動分析装置。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は血液，尿などの生体サンプルの分析を行う自動分析装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　血液の自動分析装置は生化学・免疫の臨床検査において広く知られている。この自動分
析装置により長時間の分析を行う時には品質を管理するために、一定時間毎に管理検体を
分析して装置が正常に動作していることを確認する。この管理検体は通常、蒸発を防ぐた
めに冷蔵庫へ保管され必要時に装置へ設置して分析を行う。装置での分析は大気中で行わ
れるため、温度・湿度が変化して管理検体が蒸発する。蒸発により管理検体の濃度が変化
すると分析結果に影響を与えることが懸念される。近年、分析性能の信頼性向上が求めら
れるようになってきている。そこで搬送中に管理検体を保冷し、蒸発を抑えて分析するこ
とが必要となる。
【０００３】
　保冷機能を備えたサンプル容器構造が特許文献１に記載されている。
【０００４】
【特許文献１】特開平７－１４０１３７号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の自動分析装置において、ラックによる検体搬送機構を備えた装置は管理検体を保
冷するために検体保冷庫を構成している。検体保冷庫を構成する装置は分析する際に、管
理検体が検体保冷庫から出て大気中へ排出されるため温度・湿度が変化する。この変化に
よって、分析結果に影響を与えることが懸念される。これに対し検体搬送路全体を保冷す
るには、大規模な保冷ユニットと大きな消費電力が必要となる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決するために、本考案は以下を構成する。
【０００７】
　本考案は検体を搬送する際に設置するラックにペルチェ素子を取り付けて、搬送中の管



(3) JP 3147908 U 2009.1.29

10

20

30

40

50

理検体保冷を実現するものである。検体設置部は検体容器を保冷するための円筒形を構成
し、材質は熱伝導性の良い材質を用いるのが望ましい。さらに充電式の電池をラックに搭
載し、センサによるペルチェ素子の動作ＯＮ・ＯＦＦ機能を持つ。これにより検体保冷庫
では保冷ＯＦＦかつ充電状態となる。検体保冷庫から出ると保冷ＯＮとなり、保冷したま
ま管理検体を搬送し分析する。
【考案の効果】
【０００８】
　本考案により大規模な保冷ユニットと大きな消費電力が必要とならない自動分析装置を
実現できる。またラック搬送中も管理検体が保冷されるため分析結果の信頼性が向上する
。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下に本考案の実施形態について図面を用いて記す。
【００１０】
　図１は本考案による管理検体保冷ラックの概略図である。管理検体保冷ラックは保冷容
器１，ペルチェ素子２，ペルチェ素子用電池３，保冷センサ４で構成される。図２は管理
検体保冷を実現する自動分析装置の概略図である。自動分析装置はラック搬送路５，検体
保冷庫６，ラック供給・回収機構７，分析部８，保冷切り替え部９，ラック受け渡し部１
０で構成される。
【００１１】
　以下、自動分析装置による管理検体分析の流れを説明する。最初にオペレータは分析開
始時に、管理検体を搭載したラックを検体保冷庫６へ設置する。管理検体分析時になると
、管理検体に分析依頼をかける。分析依頼がかかると管理検体はラック搬送路５を通って
分析部８へ移動する。分析部８へ移動後、管理検体は反応キュベットへ分注される。さら
に試薬が分注され一定時間かけて管理検体と試薬の反応が促進する。一定時間経過後、反
応キュベットへ単色光を照射して、透過した光の吸光度を分光光度計によって求める。求
めた吸光度を濃度換算して分析結果を出力する。出力された分析結果が理論値と一致して
いるかを確認することで、自動分析装置が正常に動作していることを管理する。
【００１２】
　上記で述べた管理検体分析の流れにおいて、本考案の詳細を実施例として説明する。図
１の管理検体保冷ラックで示すように、検体容器を設置する保冷容器１の側面全体にペル
チェ素子２を取り付ける。保冷容器１は熱伝導性の高いアルミニウム製にすることで保冷
効果を上げる。この保冷容器１の側面に取り付けたペルチェ素子２のペルチェ効果により
、保冷容器１を介して管理検体を保冷することができる。ペルチェ素子２は充電式のペル
チェ素子用電池３により動作して、自動分析装置上で管理検体の保冷を継続的に行うこと
ができる。
【００１３】
　図２を用いて本考案による管理検体保冷動作の流れを説明する。オペレータにより検体
保冷庫６へ設置された管理検体は分析依頼がかかると、保冷切り替え部９の通過を保冷セ
ンサ４で検知してペルチェ素子２による保冷ＯＮとなる。保冷ＯＮでラック搬送路５を進
行しラック供給・回収機構７によって分析部８へ入る。分析部８での処理が終了後、ラッ
ク供給・回収機構７によりラック搬送路５へ戻り、再び保冷切り替え部９の通過時に保冷
センサ４で検知して保冷ＯＦＦとなる。保冷ＯＦＦで検体保冷庫６へ入り、検体保冷庫６
の待機位置に備えた給電機構による充電状態での分析待ちとなる。一定時間経過後、再び
管理検体の分析依頼がかかると保冷切り替え部９で保冷ＯＮとなりラック搬送路５を経由
して分析部８へ入る。上記の動作を繰り返すことでペルチェ素子用電池３は充電・放電を
繰り返し、管理検体の保冷を継続的に行うことができる。
【００１４】
　また保冷切り替え部９の通過を保冷センサ４で検知して、保冷ＯＮ・ＯＦＦを切り替え
るためペルチェ素子２による保冷が必要時のみ動作し、自動分析装置の消費電力を抑える
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ことができる。さらに管理検体保冷ラック上でのみ保冷が行われるため、ラック搬送路全
体に保冷機能が必要ない利点もある。以上を実現することで自動分析装置において、搬送
中の管理検体保冷が可能となる。管理検体保冷により蒸発が抑えられるため、分析結果の
信頼性を向上することができる。ここで述べた実施例では検体保冷庫６をラック投入部ま
たは収納部に配置した例としたがそれ以外の場所、例えばラック搬送路５，ラック供給・
回収機構７，ラック受け渡し部１０などのラックが停止する場所にも検体保冷機能を備え
て、同様の方法で給電機構による充電または保冷する制御を行うとさらに効果的である。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本考案の実施形態を示す管理検体保冷ラックの概略図である。
【図２】本考案の実施形態を実現する自動分析装置の概略図である。
【符号の説明】
【００１６】
１　保冷容器
２　ペルチェ素子
３　ペルチェ素子用電池
４　保冷センサ
５　ラック搬送路
６　検体保冷庫
７　ラック供給・回収機構
８　分析部
９　保冷切り替え部
１０　ラック受け渡し部

【図１】

【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成20年11月13日(2008.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】実用新案登録請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　検体を収容する容器を搬送するラックと、該ラックを搬送する搬送手段を備えた自動分
析装置において、
　前記ラックがペルチェ素子を備え、前記搬送手段により該ラックが搬送される際に、前
記ペルチェ素子により前記ラックが冷却されるよう該ペルチェ素子に電力を供給する電力
供給手段を備えたことを特徴とする自動分析装置。
【請求項２】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記ラックは熱伝導性の高い材質からなることを特徴とする自動分析装置。
【請求項３】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記電力供給手段は充電式電池であることを特徴とする自動分析装置。
【請求項４】
　請求項１記載の自動分析装置において、
　前記ラックの温度を検知するセンサを備え、該センサが検知する温度の情報に基づき、
前記ペルチェ素子のＯＮ・ＯＦＦを切り替える切り替え手段を備えたことを特徴とする自
動分析装置。
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